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今年度は、特に、２の学びのハーモニーに重点的に力を入れて、教育課程を編成してお

ります。 

子供たちはもちろんのこと、保護者の皆様方にとっても、期待と不安の入り混じった新

学期であると存じます。子供を育てていくためには、言うまでもなく家庭と学校の連携が

大切です。学校は集団生活の中で、子供を育成していくところであり、様々な個性のある

子供たちがぶつかり合うこともあります。しかし、そのような経験が子供を成長させてい

きます。学校生活で少しでも心配なこと、気に掛かること等、是非、早めに担任にご相談

ください。学校では、相談内容に応じて、組織的に対応してまいります。 

この学校の校名でもある「調和」という言葉どおり、ハーモニーを大切にした学校にす

るよう、教職員一同、誠心誠意努力してまいりますので、今年度１年間、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

学校だより 
創立 20 周年を迎える年にあたって 

校長 井上 潔 

お子様のご入学、ご進学おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。調和小学校は、１１２

名の新１年生を迎え、児童数６７８名で平成３１年度が始まりました。保護者の皆様方、熱き思いを寄

せてくださる地域の方々に支えられ、私自身４年目を迎えることに感謝申し上げます。 

先月の卒業式では、１０２名の卒業生が、立派に巣立っていきました。縦割り班などで、下級生の面

倒をよく見てくれ、模範的な態度で引っ張ってくれました。下級生から慕われていた６年生は各学年か

ら心のこもった感謝の手紙を受け取りました。６年生も下級生も涙を流して別れを惜しんでいました。

高学年の良い言動を見て、下級生も憧れ、さらに良い言動を繰り返す活動により、調和小の素晴らしい

伝統が築かれていくのだと思います。早速、在校生代表の新６年生は、とても立派な態度で卒業式に参

加できました。また、前日準備の５日に登校をして、入学式や新学期の準備をしてくれました。その仕

事ぶりには、最高学年としての自覚と誇りがみなぎっていました。これからも、下級生が、あんな６年

生になりたいと憧れる最上級生になって欲しいと思います。そのことが、開校以来の伝統である「調和

の心」につながっていくと思います。「調和の心」とは、一人一人の人間が、他者との絆を上手に培っ

ていき、お互いが切磋琢磨しながら伸びていくことを喜び合える心だと私は思います。「私も必要とさ

れている」「一緒に伸びようとしている仲間がいる」子供たちがこのように実感できる学校だったら、

毎日を楽しみに学習や生活に意欲をもつことができると思います。子供たちが毎日笑顔で、楽しく登校

できる学校を目指します。本年度も、保護者や地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 平成３１年度（令和元年度）の取り組みの一部を紹介します。 

① 創立２０周年をお祝いする…皆様のご協力をお願いします。 

今年は、本校創立２０周年を迎えます。調和小学校の歴史をつないでいく大きな節目の年になりま

す。１１月１５日（金）に創立 20 周年記念式典・祝賀会を開催いたします。その他にも、児童会が中

心になり集会等全校でお祝いしていきます。児童・保護者・地域の皆様と喜びを共にしたいと思います。 

② 自らすすんで運動に親しむ児童の育成 

上記は、本校が取り組んでいる校内研究のテーマです。意欲をもって主体的に運動（学習）する児童、

人と人とのかかわりを積極的に、かつ豊かに深められる児童を目指して、研究を進めていきます。運動

好きになることや友達関係が良くなることで、少しずつ体力が向上していければ素晴らしいです。 

② 異学年の交流を盛んにしていく 

日頃、様々な異学年交流が活発になり、高学年のリーダー性を発揮する場面が多くなり、他学年と上

手に交流する気運が高まってきました。今年も縦割り班活動を中心に取り組みます。 

④ 人権意識の推進・規範意識を身に付けていく 

なかなか難しいことですが、いじめや差別を根絶し、子供にとって、自らの大切さが認められること

が実感できるやすらぎのある学校を目指していきたいです。「死ね」「うざい」「きもい」などの言って

はいけない言葉は、決して見過ごすことなく、使ってはいけない理由を含め指導をしていきます。 

⑤ よく考え、学び合う子「問題解決力」を育成する 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業を行っていきます。問題解決力を身に付けるために、

問題を主体的に把握し、自ら考え、友達と協力しながら問題解決を図ったり、知識を関連付けて深く理

解したりする過程を重視した学習の充実を図り、学びの質を高めていくことに取り組みます。  
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